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OMEGAMON XE on z/OS 概要
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特長

パフォーマンス性能監視パフォーマンス性能監視

z/OSのパフォーマンス情報を提供します。

障害監視障害監視

z/OSやz/OS上で稼動するジョブやアドレススペースの例外事象の検知を行います。

問題解析問題解析

z/OS全体のパフォーマンスの悪化の要因の解析を行います。

資源情報の提供資源情報の提供

z/OSが使用する各種資源 (DISK, CPU, バッファー, CF等) の

使用状況に関する情報を提供します。

各種情報に関する履歴情報の収集各種情報に関する履歴情報の収集

z/OS関連の各種情報の履歴情報を専用のファイルに収集します。

履歴ファイルからのレポーティング機能を提供します。

アクション機能アクション機能

例外事象やイベントの発生時にコマンドの自動発行ができます。
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OMEGAMON XE on z/OSの製品構成 (最新はV4.1 ’07GA)

OMEGAMON XE on z/OS (V4.1)OMEGAMON XE on z/OS (V4.1)

OMEGAMON共通のポータルへの各種情報の統合

Windowsクライアント、及び、ブラウザーでのユーザーインターフェースの提
供

グラフィカルな監視画面の提供

自動化機能による例外事象発生時の自動対応

OMGAMON II for MVS (V550)OMGAMON II for MVS (V550)

システムのワークロード、資源関連の情報を収集

システムの各種情報の表示／解析画面（CUA, Classic）の提供

バッチ・レポートの提供

TEMS (Tivoli Enterprise Monitoring Server) on z/OSTEMS (Tivoli Enterprise Monitoring Server) on z/OS

従来のCMS (Candle Management Server)

ITM (IBM Tivoli Monitoring) V6.1 FP3 

z/OS上のOMEGAMON XE on z/OSは大きく３つの製品で構成されます
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OMEGAMON XE on z/OS構成

ETE

M2HST

M2EPZ

M2HDI

M2CUA

M2COL

SUB

M2CSA

TEMS

z/OS Agent in TEMSVTAM TEPｻｰﾊﾞｰ

部分は分散系で稼動

OMEGAMON II for 
MVS CUA 画面

Tivoli Enterprise 
Portal 画面

履歴
ファイル

RMF
OMEGAMON for 
MVS クラシック 画面
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OMEGAMON製品コンポーネント

M2：OMEGAMON II for MVS

19MVS プレゼンテーション・マネージャーCANSM2M2CUA

94
管理サーバー機能
WLM情報コレクター

CANSDSSTM2CMS

28MVS EPILOG ズーミング・インターフェースCANSM2EZM2EPZ

37MVS EPILOG 表示インターフェースCANSM2HDM2HDI

46MVS EPILOG（履歴）収集CANSM2HIM2HST

55MVS リアルタイム・コレクターCANSM2RCM2COL

63CSA 情報収集CANSM2CSM2CSA

72VTAM LU レスポンスタイム収集CANSETEETE

81
Candle サブシステム
デバイス情報収集

CANSCNSUB

停止順立上げ順機能アドレス空間名コンポーネント
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OMEGAMON XE on z/OS ポータル画面
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OMEGAMON XE on z/OS の特徴

z/OSz/OSシステムの情報を統合するシステムの情報を統合する

z/OS 環境のエンタープライズビューを提供

z/OSz/OSパフォーマンスパフォーマンス//資源データを提供資源データを提供::

アドレス空間稼動状況（CPU％、実記憶域使用状況、遅延解析）

資源情報

システムCPU、LPAR、DASD、Tape、CSA、実記憶 等

自動化機能自動化機能

基準値の設定、及び、それに伴うコマンドの自動発行設定
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CUA インターフェース
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クラシック・インターフェース
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OMEGAMON II for MVSの特徴

z/OSz/OSシステムのパフォーマンスのリアルタイム監視システムのパフォーマンスのリアルタイム監視

稼動アドレス空間の稼動状況

CPU利用状況 （LPAR単位、システム単位）

ストレージの使用状況

容易な問題解析容易な問題解析

特別な知識がなくても問題の性質および解決法を選択できる

豊富なレポート機能豊富なレポート機能

履歴ファイルによる様々なレポートを生成
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OMEGAMON XE on z/OS の導入
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OMEGAMON XE on z/OS の導入

SMP/ESMP/Eでの導入での導入

V3.1より別になっている
ICAT(IBM Configuration Assistance Tool)ICAT(IBM Configuration Assistance Tool)を使用しての構成を使用しての構成

TSOダイアログパネルを使用しての導入

TEMS, OMEGAMON II, OMEGAMON XEの順で構成

ITM V6ITM V6の導入の導入

DB2が前提

ITMのTEPS,TEP導入時にIBM Javaが導入される

ITM Language Packの導入

OMEGAMON XE Data Filesの導入

OMEGAMON XE on z/OS Language Packの導入
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OMEGAMON XE on z/OS 使用法
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TEP ワークスペース (SYSPLEX)

CFポリシーデータ
CFストラクチャーデータ
CFシステムデータ
グローバルエンキューデータ
GRSリングシステムデータ
レポートクラスデータ
リソースグループデータ
サービスクラスデータ
サービス定義データ
共有DASDグループデータ
XCFグループデータ
XCFパスデータ
XCFシステムデータ

標準で下記ワークスペースを提供しています
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TEP ワークスペース (NON-SYSPLEX)

アドレススペース情報
チャネルパス活動
コモンストレージ
クリプトグラフィック・コプロセッサー
DASD MVS
DASD MVS デバイス
エンクレーブ情報
エンキューリザーブ・サマリー
LPARクラスター
オペレータ・アラート
ページデータセット活動
リアルストレージ
CPU使用状況
ページング活動
ユーザーレスポンス時間
WLMサービスクラス・リソース
USS情報

標準で下記ワークスペースを提供しています
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エンタープライズ状況
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z/OS システム Sysplex エンタープライズ状況
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Sysplex レベルの状況
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MVS オペレーティング・システム
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システム全体のパフォーマンス情報の監視

システムのCPU使用状況
の詳細を表示

Physicalﾂﾘｰ → z/OS Systems → SystemID → MVS Operating System →
LPAR名:SystemID:MVSSYS → System CPU Utilization

システム全体のCPU使用率
を監視する場合に使用
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実行JOBのパフォーマンスの監視 （実行JOBのCPU使用率）

CPU使用率が０％以上の
JOBとCPU使用率内容の
内訳

稼動中のJOB、及び、CPU
使用率の詳細情報の表示

Physicalﾂﾘｰ → z/OS Systems → SystemID → MVS Operating System →
LPAR名:SystemID:MVSSYS → Address Space CPU Utilization

稼動中のJOBのCPU使用率
を確認する
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実行JOBのパフォーマンスの監視 （実行JOBの遅延分析）

Physicalﾂﾘｰ → z/OS Systems → SystemID → MVS Operating System →
LPAR名:SystemID:MVSSYS → Address Space Bottleneck Summary

遅延率が５％以上のJOBと
遅延内容の内訳

稼動中のJOB、及び、遅延
状況の詳細表示

JOB等の処理が遅延してい
る場合にその遅延理由を確
認する




